
２０１９年度 青雲会第３回幹事会 議事要旨 

2019.9.30 

青雲会事務局 

日 時 ２０１９年９月１１日（水）１８時３０分～２０時１５分 

 大阪大学中之島センター ９階会議室１、２ 

出席者 ２４名（幹事２３名、事務局１名） [ 懇親会：交流サロンにて 16 名出席 ] 

 

【協議事項】 

（１） ２０１９年度総会の振り返りおよび収支報告について 

西尾事務局長より、７月２０日（土）青雲会総会の開催報告があった。 

収支については、収入が 561,000 円、支出が 735,409 円となり、174,409 円の赤字と 

なったが、前年対比では 84,587円赤字幅は減少した（資料①）。 

助成費として 200,000円を総会費予算に計上済みであるので、予算内に収まった。 

参加人数については、事前申込者は 93名、当日出席者は 82 名となり、ほぼ昨年並み 

となった（資料②）。 

今年は若手会員や学生の当日キャンセルもほとんどなかった。 

内容については、ホームページの総会報告を参照（資料③、松井副会長作成）。 

片岡会長から、2018 年の規約改正により会長が議長を務め議事を進行していくという 

規約に則った運営をしているので、議事録もきちんと残して来年度以降の運営にも反映 

していくとの発言があった（資料④）。議事録は事務局にて保管することとする。 

また、会長から、総会単体でも収支が均衡するような運営をしていきたいとの発言があ 

った。 

来年度の総会は、2020年 7月 18日（土）に開催することとする。場所については、太 

閤園か大阪大学会館（大阪大学豊中キャンパス内、旧イ号館）のどちらかでの開催を検 

討し、次回幹事会で決定することとする（参考：資料⑤）。 

片岡会長より、講演の講師の候補があれば推薦してほしいとの要請があった。 

 

（２） 若手交流会について 

  嶋津副会長から、若手交流会については、年明けに実施予定である旨の説明があった。 

講師は 58期・地神亮佑先生を予定。 

 

（３） 青雲懸賞論文について 

西尾事務局長より、資料⑦⑧に基づき 2019 年度の青雲懸賞論文スケジュールおよび募 

集要項について説明があった。西尾副会長から、実施案のうち賞金の金額について、1 

席は昨年と同額の 10万円、2席は昨年から 2万円減額して 5万円、佳作と新人賞は、 

それぞれ昨年から 1万円減額して 2万円とする旨の提案があり、原案どおり実施案が承 

認された。 

 

（４） 会員管理システムのリニューアルについて 

  幹事会に出席いただいた（株）絆コーポレーション良元取締役とアワーズ（株）島取 

締役から、資料⑨⑩に基づきリニューアル事業の概要の説明があった。 

2004年から稼働している現在の青雲会会員管理システムは、システムの経年劣化だけ 

でなくセキュリティ対策の点からも早急な見直しが必要である。 

 



費用については、会長から総会でも説明のあったとおり別途積立金を取り崩して充てること

とする。 

出席者からの活発な質疑応答・議論ののち、リニューアル案が承認された。 

リニューアルに当たっては WEB名簿閲覧機能を付加するか否かで費用が異なるので、その点

については次回幹事会で改めて協議し、決定することとした。 

 

（５）その他 

① 財務担当ＰＴの西尾副会長から、資料⑪に基づき同窓会運営賛助金制度についての提 

案があった。 

年間収支の赤字額削減のために支出の削減を図ってきたが限界があり、新規入会者増

も容易には見込めず、収入も予算案どおりの目標達成は困難な状況にある。収支不均

衡の改善策として、会員が任意で寄付をする運営賛助金制度を新設することが提案さ

れ、承認された。一口５，０００円とし、来年度の会報発行時に振込用紙を同封する。

入金者氏名は次年度の会報に掲載する。（金額は非表示） 

 

② 忘年会について 

 片岡会長の提案により、今年の忘年会は、第４回幹事会とあわせて１２月３日（火）

アクティ大阪１６階「中華料理 ロドス」にて開催することとなった。 

 

【報告事項】 

（１） 第６５回青雲塾について 

   第６５回青雲塾（９月１４日）について、松井副会長から資料⑫に基づいて開催報告 

があった。 

       

 

 

☆ 次回幹事会（兼忘年会） １２月３日（火）１８：００～  

 

 大阪ステーションシティ（アクティ大阪）１６階 中国料理 ロドス にて 

 

                                                   以上 


